
 

 

 

 

     

 

 第２学年は２月１日に財団法人青少年野外

活動センター｢友愛の丘｣にて校外学習を実施

しました。３か月後に修学旅行を控えているこ

ともあり、２学期の終わりから班活動の取組を

積み重ね、集団行動の中で一人一人が自覚と責

任をもって行動できるよう学習してきました。 

当日は｢友愛の丘｣に到着すると入所式を行

い、施設オリエンテーション後直ちに野外炊飯

活動に取りかかりました。学年全部で 19班に

分けられ、それぞれの班には班長、料理、ご飯、

用具、かまど係が設定されていて、事前の係別

会議で指導された通りに火起こしから炊飯、調理を行いました。どの班も失敗することなく、美味しい

カレーライスが出来上がり、楽しそうに食べていました。食事・片付け終了後は、全員グラウンドに集

合して学級委員を中心に企画した学年レクレーションを実施するなど、無事に全行程を終えることがで

きました。２年生はこの活動を通じて身につけた力を修学旅行に活かすとともに、最高学年へと進級し、

北城陽中学校の中心として活躍してくれることを期待しています。 

入所式のようす 完成したカレー 食事中 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北極星  
城陽市立北城陽中学校 

 

第２学年が校外学習「友愛の丘・野外炊飯」を実施しました 

学校だより    ＮＯ．１２ 

令和６年（2024 年）２月２８日 

 
京都府教育委員会発表進路情報について 

 今月６日に京都府教育委員会が令和６年度京都府 

公立高校入学者選抜(前期選抜)に係る志願者数資料を 

発表しました。山城通学圏内だけで見ると昨年度より 

やや倍率は下がっているものの、やはり前期選抜は 

狭き門となっています。ただし、この後の中期選抜で 

は平均倍率が例年１倍前半程度となるので、１･２年 

生のみなさんは冷静に今後の動きを注視し、正確な 

情報のもとで進路選択をしていきましょう。 

■山城通学圏で倍率の高い高校 

高校名(普通A) 今年度 昨年度 

田辺 4.89 5.71 

西城陽 4.42 5.40 

城陽 3.07 3.38 

木津 2.88 2.81 

久御山 2.87 3.02 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒用アンケート結果＞ 

 

 

 

 

＜保護者用アンケート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の予定 

日 曜 部活 校時 学校の予定 

1 金 ○ A 1･2 年学年末テスト 

2 土 ×     

3 日 ×     

4 月 〇 A あいさつ運動  ３年午前授業 

5 火 〇 A   

6 水 × A 3 年給食終了 

7 木 ○ A 公立中期選抜 

8 金 ○ A   

9 土 ○ A   

10 日 ○ A   

11 月 〇 A  

12 火 〇 A   

13 水 × A 式予行 

14 木 × Ｓ 第 43 回卒業証書授与式 

15 金 ○ A 避難訓練 

16 土 ○     

17 日 ○     

18 月 ○ A 公立中期発表 

19 火 ○ A   

20 水 ○   春分の日 

21 木 ○ A 給食終了 

22 金 ○ B 令和５年度修了式  

23 土 ○     

24 日 ○     

25 月 ○    

26 火 ○    

27 水 ○     

28 木 ○    

29 金 ○     

30 土 ○     

31 日 ○     

 

＜４月の予定＞ 

１ 月 離任式 

８ 月 着任式・始業式 

10 水 第 44 回入学式 

※予定は変更の可能性もあります。注意してください。 

 

 

tat 

各種大会結果等の報告 

tat ■読書感想文コンクール 

 優秀賞 本西彩愛 田村唯斗 江頭映妃 

 

■福祉作文コンクール 

 優秀賞 中村翔和 

 

 

学校評価アンケート結果より 

tat 

今年度の学校評価アンケートの結果を、過去３年

間と経年比較し分析すると、授業に関する項目に大

きな変化が見られました。まず、生徒用アンケート

の｢授業は落ち着いた雰囲気で行われている｣の肯

定的評価が年々下がってきていることが分かりま

す。また、保護者用アンケート｢授業は丁寧でよく

わかる｣｢授業は落ち着いた雰囲気で行われている｣

の肯定的評価についてはこの２年間で大きく下が

っていることが分かりました。 

学校としてもこのデータを深刻に受け止め、授業

の規律面の見直しや、生徒一人一人が分かりやすい

よう工夫された授業の構築を目指して各教科とも

に年度末の総括を実施し、次年度に活かしていきた

いと考えています。とりわけ ICT 機器の効果的な

活用等を授業に活かし、学力の向上に向けて学校全

体で取り組んでいきたいと考えています。 


